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１．はじめに 
ＩＴＳ（＝Intelligent Transport Systems、高度道
路交通システム）は、最先端のエレクトロニクス技術

で、人と道路と車両とを一体のシステムとして構築す

ることにより、ナビゲーションシステムの高度化、有

料道路等の自動料金支払いシステムの確立、安全運転

の支援、公共交通機関の利便性向上、物流事業の高度

化等を図るもので、安全・快適で効率的な移動に必要

な情報を迅速、正確かつわかりやすく利用者に提供す

ることなどにより道路交通の安全性、輸送効率、快適

性の飛躍的向上、環境保全を実現するものである． 
我々は、この中の公共交通機関に着目し検証を試みた． 

 
２．検証概要 
国土交通省中国地方整備局広島国道事務所（以下 

ひろこく）では、バス停到着時刻予想を図－１に示す

形でWeb上に公開し、携帯電話等の移動端末でも閲覧
でき、バスロケーションシステムとして提供している．

本ページは 120秒で自動更新される為、バス停到着時
刻予想の時刻を連続収集することによって、バス運行

状況把握ができると考えた．表示時刻を連続収集する

為にVBA＊）を用いたプログラムを組み、図－２に示す
形で、データ連続収集を行った． 

 
出典：http://www.hirokoku-mlit.go.jp/FRAME/f_inf_its.html 
図－１ ITS情報ツール Web画面例 

 

 

図－２ VBA＊）を用いたデータの連続収集状況 
 
以上の過程によって得られたデータを用い検証を行

った．本件では、バス運行の定時性という観点により

現状把握の為正規分布による検証を用いることとした 
標本を得る過程は図－２より、各便が始点である呉

駅を発車する直前に配信された各バス停の到着時刻予

想値を基準とし、各バス停到着・又は到着前に発表さ

れた最終更新値との差をとる．最終更新値が予想値よ

り遅れた場合、負の値で示す．標本と確立の関係は次

式によって示す． 
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ここに、 Ｘ：標本 
     σ：標準偏差 
     μ：期待値 
これらを用い、呉駅から広駅方面の国道 185号線沿
いのバス停 17箇所、距離約 7.8kmの区間について 
朝  7:00~ 9:00  1日 3～4本 ３か月分約 130本 
昼 11:00~14:00  1日 4～5本 ３か月分約 200本 
夕 17:00~19:00  1日 3～4本 ３か月分約 130本 
のデータを用い検証を行った． 

キーワード：ITS データ連続収集 バス運行状況把握 
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3．検証結果 
図－３は（１）式によって得られた結果の確立をグ

ラフ化したものの１つである．このバス停での期待値

は－1.10・標準偏差は 1.14 となった．また、0～－2
分の部分に示される面積は全体の、81.2％であった． 
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図－３ 任意のバス停における結果 －朝－ 
図－４は、路線対象区間全体の標準偏差と呉駅から

の距離との関係を示した． 
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４．まとめ 
本件の最大の課題は、ITSデータを自動取得するこ
とであった．プログラムを組むことによって、当初の

課題は達成できた．昨年度まで、手動で記録していた

為、有効サンプル数が非常に限られたが、現在ではほ

ぼ毎日、バスの営業時間内の必要なデータを収集する

ことが可能となった．しかしながら、この自動化によ

って新たな問題も浮上してきた．例えば、サーバーの

停止などによるものと思われるプログラムの異常停止、

回線許容量の不足と思われる、更新間隔の不安定化な

どプログラム運用中に見舞われるエラーなどがある． 
データの整理に関して、データ量の膨大さが挙げら

れる．本件では検証するうえで、時刻表と到着時刻と

のズレに着眼したがその結果、距離が離れるほどズレ

が大きくなり、信頼性に疑問が残る結果となった． 
 
５．今後の課題 
第一に３でも述べたように、本件で行った検証の手

法では、距離が離れるにつれ相対的に標準偏差が拡大

し、対象区間終盤での正規分布グラフは平坦になり精

度が低くなった．今後新たな観点による手法が必要で
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朝：ｙ＝0.29ｘ＋0.59 

昼：ｙ＝0.15ｘ＋1.42 
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図－４ 距離と標準偏差の関係 
象区間では朝、局所的で激しい渋滞を恒常

箇所を含んでいる．バス運行の定時性にと

大きな問題といえる．また、図－４より標

離の関係で、朝の近似値の傾きが 0.29と、
べて約２倍になっている．この傾きは大き

正規分布図の幅が広がり、グラフの頂点が

とを表しており、朝に問題があることを反

ものと捉えられる．全体的には距離が離れ

準偏差が大きくなっていることが受け取れ

は、始点から距離が離れた地点になるほど、

がある事が明確である．よって、上記の手

断は今後の最重要検討課題といえる． 

あり、この点について検討の余地が十分考えられる． 夕：ｙ＝0.16ｘ＋0.92

第二に、ソフトの改良が挙げられる。本プログラム

運用中の 2003年第 4四半期辺りで、更新速度に大き
な問題が発生した。具体的には、更新間隔 120秒に合
わせてプログラムしていたものが、インターネットの

接続状況により更新間隔が300秒を超えるような事態
に陥り、収集データを破棄する結果になった．また、

データ収集中にサーバー停止によるものとみられるプ

ログラムの異常停止も発生した．今後、こうしたトラ

ブルの発生を未然に防ぐとともに、収集作業が停止し

ても復帰できるようなプログラムの再構築等を講じる

ことが考えられる．そして最後に、本件対象地区以外

の事例研究が行えたらと考える． 
 

＊）VBA=Microsoft® Visual Basic® for Applications 
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